
　兵庫県は神戸・阪神地域、播磨地域、但馬地域、丹波地域、そして淡路地域の５つの地

域からなっていて、気候や地形のちがいと同じように、くらしや農林水産業のようすも

ずいぶんとちがっています。

べこう

神戸・阪神地域



葉物野菜

米、ほうれんそう、しゅんぎく、こまつな、ねぎ、ちんげんさい、キャベツ、いちご、トマト、いちじく、ぶどう、なし
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神戸・阪神地域の農業

神戸・阪神地域

はんこう べ しん ち いき

やく

にしたり、農薬を使わないで病

害虫の被害を防ぐための工夫

をしたりしています。

中でも霜降りなどが特にすぐれた、おい

しい牛肉です。

　神戸・阪神地域は、大都市が多く、人口も多いところです。海ぞいには大きな工

業地帯も広がっているので、土地が宅地や工場に多く使われています。そのた

め、耕地面積は少なく、県全体の耕地面積の１割ほどです。その中でも農林水産

業はさまざまな工夫のもとで行われています。

わり さん

こう

さい ばい

　いちじくの県内出荷量は、神戸市

が１位、川西市が２位で、特に朝採り完

熟いちじくは有名です。

　また、神戸市では、ワイン用のぶどうを栽培し、これを原料

とするワインは神戸ワインのブランドで売り出しています。

こ

　ほうれんそうやしゅんぎく、ねぎは、県内の

約８割が神戸・阪神地域で作られています。

　特に、武庫川流域の西宮市などは、土地がよく肥えていて

野菜がすくすくと成長します。

　また、神戸市では、特に西区で、ほうれんそうやこまつな

などのほかに、ちんげんさいなどの葉物野菜がビニールハ

ウスを利用して、多く作られています。

葉物野菜

神戸・阪神地域の畜産業

神戸・阪神地域

栽培されているちんげんさい

ちんげんさい

いちじく

草が生えない工夫（ビニールマルチ）
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神戸・阪神地域の森づくり

緑がよみがえった現在の六甲山

森林ボランティアによる下草刈り（六甲山）

緑の少年団による竹の伐採（六甲山）

菊炭

明治37年（1904）植林後の六甲山

へん

ひで

　現在でも、おおぜいの人たちによって

六甲山の森づくりの活動が進められてい

ます。

　もしも、手いれをしないと、登山道周辺

は、ささ類が増えて、他のさまざまな野草

や木が育たなくなります。そのため、草を

かったり、木を植えたりして守っていか

なければなりません。

　阪神地域の川西市、猪名川町では、昔か

ら炭が焼かれていました。この炭は切り口

がきくの花のように割れていることから

「菊炭」といわれ、茶道用の炭として全国

的に有名です。昔、日本を統一した豊臣秀

吉が茶会で使った記録も残っています。

おお

きょうしゅう へん ふな こ がた そこ

す ま しお や おき

よう しょく

　昔は神戸・阪神地域全体でも漁業がさかんでした。

神戸市では、今でも漁業がさかんです。大阪湾や明石海

峡周辺では、船びきあみ漁業や小型底びきあみ漁業な

どによって、タイ、スズキ、イカナゴ、タコなどをとって

います。また、神戸市の須磨から塩屋沖では、栄養豊か

な海と潮の流れを利用したノリの養殖もさかんに行わ

れています。

船びきあみ漁業（イカナゴやシラスをとっているところ）

　この地域の水あげ量の半分は、船びきあみ漁業でとるシラス（カタクチイワシの稚魚）とイカ

ナゴです。

　イカナゴから作るくぎ煮は神戸が発祥の地といわれています。くぎ煮は、たきあがったすがた

が折れ曲がったさびたくぎに似ているところからこの名がつきました。もともと地元の漁業

者の家庭でつくられていたのが、県内に広まったものです。

　兵庫県では、イカナゴは主に３～４月に全長３～５cmになった稚魚をとりますが、この稚魚は

一般に「新子」と呼ばれ、くぎ煮作りにはこの新子を使います。

　地元の漁業者が、簡単でおいしい作り方をまとめて、くぎ煮の料理教室を何回も行って広め

ました。今では、神戸・明石・淡路などの瀬戸内海側のほとんどの地域にくぎ煮の作り方が広ま

り、兵庫県のふるさとの味として親しまれています。

イカナゴのくぎ煮
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　県内の採卵鶏の半分以上が、姫路市、赤穂市、上郡町などで飼われています。近年

はあたえるえさによってビタミンやその他の栄養量を高めるなどの工夫をした特

ちょうのある卵を産ませています。

　播磨地域は、明石海峡より西側で中国山地の南側に広がる地域で、西は岡山県

に接しています。播磨地域は大きく東播磨と西播磨に分けられ、気候や土に合っ

た特色のある農林水産業が行われています。

　東播磨には、県内で一番長い川である加古川があります。川の中流から下流の平野

にはため池が多く作られ、米作りを中心とした農業が行われています。有名な酒米の

「山田錦」は、三木市を中心に栽培され、全国一の産地です。

　野菜は明石市、稲美町を中心にキャベツ、ほうれんそう、トマトなどが多く作られ、く

だものは、三木市を中心に作られるぶどうが有名です。この地域は、花づくりも盛んで、

三木市のきく、加西市の花だん用のなえがよく知られています。

　兵庫県内には昔から各地域で栽培されている個性豊かな野菜がたくさんあります。これらの野

菜を「ふるさと野菜」といいます。ふるさと野菜は、その地域の土や気候が栽培に向いている野

菜です。品種改良を重ねた現代の野菜にくらべると、栽培面積も少なく、収穫量も減ってきてい

るため、最近では目にすることも少なくなってきました。その中でも、播磨地域は多くのふるさ

と野菜を作り続けている地域です。作られたふるさと野菜は、農産物直売所などで売られています。

ぬのじ

　西播磨には、市川、揖保川、千種川などの川があります。中

流から下流の平野では米づくりを中心とした農業が行われ

ています。米以外では、姫路市、たつの市、上郡町でしょうゆ

やそうめん、菓子などの原料となる小麦を作っています。

　野菜はたつの市、姫路市を中心ににんじん、だいこ

ん、トマトなどが多く作られています。くだものはたつ

の市のうめ、姫路市と神河町のゆずが有名です。たつの

市、赤穂市などでは花だん用のなえも作られています。

大規模なハウス（加西市） 中で育てられているトマト

播州百日どり



播 磨 地 域 の 代 表 的 な ふ る さ と 野 菜

播 磨 地 域 の ふ る さ と 野 菜

　県内の採卵鶏の半分以上が、姫路市、赤穂市、上郡町などで飼われています。近年

はあたえるえさによってビタミンやその他の栄養量を高めるなどの工夫をした特

ちょうのある卵を産ませています。

　播磨地域は、明石海峡より西側で中国山地の南側に広がる地域で、西は岡山県

に接しています。播磨地域は大きく東播磨と西播磨に分けられ、気候や土に合っ

た特色のある農林水産業が行われています。

　東播磨には、県内で一番長い川である加古川があります。川の中流から下流の平野

にはため池が多く作られ、米作りを中心とした農業が行われています。有名な酒米の

「山田錦」は、三木市を中心に栽培され、全国一の産地です。

　野菜は明石市、稲美町を中心にキャベツ、ほうれんそう、トマトなどが多く作られ、く

だものは、三木市を中心に作られるぶどうが有名です。この地域は、花づくりも盛んで、

三木市のきく、加西市の花だん用のなえがよく知られています。

　兵庫県内には昔から各地域で栽培されている個性豊かな野菜がたくさんあります。これらの野

菜を「ふるさと野菜」といいます。ふるさと野菜は、その地域の土や気候が栽培に向いている野

菜です。品種改良を重ねた現代の野菜にくらべると、栽培面積も少なく、収穫量も減ってきてい

るため、最近では目にすることも少なくなってきました。その中でも、播磨地域は多くのふるさ

と野菜を作り続けている地域です。作られたふるさと野菜は、農産物直売所などで売られています。

ぬのじ

　西播磨には、市川、揖保川、千種川などの川があります。中

流から下流の平野では米づくりを中心とした農業が行われ

ています。米以外では、姫路市、たつの市、上郡町でしょうゆ

やそうめん、菓子などの原料となる小麦を作っています。

　野菜はたつの市、姫路市を中心ににんじん、だいこ

ん、トマトなどが多く作られています。くだものはたつ

の市のうめ、姫路市と神河町のゆずが有名です。たつの

市、赤穂市などでは花だん用のなえも作られています。

大規模なハウス（加西市） 中で育てられているトマト

播州百日どり



　播磨地域には森林が多く、県全体の森林面積の約４割

が播磨地域北部の中国山地にあります。なかでも、宍粟

市周辺は昔から県内で一番林業がさかんで、針葉樹・広

葉樹をあわせた木材生産量は県全体の約６割です。

　宍粟市では昔から木材のほか

に、木工製品や家具なども作られ

ており、地元の木材を使った特産

品づくりが行われています。

　また、人と森をつなぎ、豊かな里

山の自然を利用して環境を考えた

り、体験学習をしたりできる県立

の森林公園が多くあります。

　播磨灘ではノリの養殖もさかんです。明石市や姫

路市などのノリは、佐賀県有明のノリに負けないお

いしさで、兵庫県のノリの生産量は全国上位です。

　さらに、相生市、赤穂市、たつの市ではカキの養

殖がさかんです。兵庫県は、広島県、宮城県などに

つづく全国上位の水あげ量です。

　カキは、ホタテの貝がらに付けたカキの稚貝を、

いかだにつるして養殖します。波のしずかな湾内

で育ったカキは、身が大きく、ふっくらしていて、

味の良さで人気の高い特産品となっています。

　船びきあみ漁業でとれたイカナゴの新子（稚魚）やシラス（カタクチイワシの稚

魚）は、すばやく港へ運ばれ、新鮮なうちに市場で売られて加工されます。イカナゴ

の新子は“くぎ煮”になるほか、塩ゆでしただけの“かまあげ”やそれを干した“かなぎ

ちりめん”にも加工されます。シラスは塩ゆでして干した“ちりめん”に加工されます。

かまあげイカナゴのくぎ煮

木材切り出しのようす

木材市場のようす

国見の森公園（宍粟市）

木目の美しい家具

つり上げられたアマゴマダコは干しだことしても利用アナゴ
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　但馬地域は「但馬牛」の原産地で、すぐれた血統を持

つ牛が多く生産されてきました。但馬牛は、山の多い但

馬地域で、昔から、春にはすきを引いてたな田をたがや

し、夏には山に放されて、秋には里に下り、冬には子牛

を産んでくらしてきました。やがて、昭和 40 年代から耕

うん機やトラクターが広く使われるようになったこと

で、牛肉の生産を目的に飼われるようになりました。

　但馬地域には、すぐれた母牛を飼い、子牛を産ませて

市場ではん売する繁殖農家が多いです。

　但馬牛の良さは全国に知られていて、全国各地に買

われていきます。そして、その産地で肥育されておいし

い牛肉になったり、めすは母牛として、よい血統を持つ

子牛を産むことで、各地の牛の肉質の向上などに役立

っています。

　また、肉用鶏（ブロイラー）の生産もさかんです。昭和

30年代に全国に先がけてブロイラーの飼育がはじまり、

冬の産業の少ない但馬中心産業になりました。現在、

県内の肉用鶏の7 2％が、但馬地域で飼われています。

根元が曲がったりします。根元が曲がってしまった木

をどうやって使うかが課題となっていましたが、近年

は発電用の燃料（チップ）として利用されています。

　但馬地域は約 8割が森林で、人工林と天然林がほぼ

同じ割合です。

　香美町や新温泉町は、雪がたくさんふるので、人工

林では、植えた木が雪の重さで折れたりたおれたり、

　一方、天然林は、全国的に貴重なブナ林や実がとち

もちの原料になるトチノキが氷ノ山を中心に広がっ

ていて、大切に保護されています。

　但馬地域は夏は比較的すずしく冬には多くの雪がふりま

す。農業は、中国山地から流れる円山川などの水を利用した

米作りがさかんです。うるち米のコシヒカリは県下の約３割

が作られています。酒米の五百万石、フクノハナ、兵庫北錦な

ども作られています。

　山地を生かし高原野菜作りも行われています。豊岡市、養

父市、新温泉町の高原では、夏でもすずしい気候を利用して、

だいこん、キャベツ、ほうれんそうなどを作っています。

　また、岩津ねぎの産地としても有名であるほか、ピーマン、

二十世紀なしの県内一の産地でもあります。

豊岡市の水田地帯「六方たんぼ」

岩津ねぎ

田んぼにコウノトリが来ているようす
（撮影者 岡 治さん）

　但馬地域ではおいしいお米とさまざまな生きものを同時

に育み、コウノトリも住める豊かな文化・地域・環境づく

りを目指し、「コウノトリ育む農法」に取り組んでいます。

この農法の一番の特ちょうは水管理にあります。冬期間も

田んぼに水を張る冬期湛水や、田植えの1カ月前から田んぼ

に水を張る早期湛水などを行うことで、ほぼ1年を通して田

んぼに水があり、コウノトリの餌となる多くの生きものを

育んでいます。
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